
令和７年度　評価項目の達成及び取組状況 出雲市立古志幼稚園

学校関係者評価

達成及び取組状況 評　価 評　価
達成及び取組状況をふまえ、成果と課題等を明らかにし、自己評価する。
その際、必要に応じ、保護者アンケートの結果も含める。

評価基準により段
階評価を行う。

評価基準により段
階評価を行う。

自己評価及び学校関係者評価をふまえた改善策や次年度の目標を具体
的に示す。（青字：関係者からの意見を加えたところ）

教育課程・指導 ①学年・学級経営
教職員は、教育目標の達成を目指し
た学級経営を行っているか。

・年度当初、本園の教育目標と学級の実態をもとに学級経営案を作成
して教育活動に当たっている。今年度は新規採用職員を迎え、担任と
管理職、補助教諭が語り合う機会も増え、円滑に学級経営を進めるこ
とができた。
・担任は、期ごとに学級経営案の反省をし、次期の改善策を明確に示
しながら学級経営に当たっている。
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・今後も、教育目標を具現化するために、地域の特色を活かした保育の構
想や幼児の興味関心に沿った主体的な活動を支える質の高い保育を追求
し学びに繋げていく｡
・学級目標や保育内容等、学級経営案や指導計画を全教職員に提示し、
共通理解を図りながら保育を行えるようにする。

②幼児理解
教職員は、一人一人の幼児の発達の
姿から課題を捉えて保育を行ってい
るか。

・全教職員が一人一人の日々の変化を見逃さないように心がけ、全職
員で実態把握や解決策を探りながら、効果的な援助になるように努め
てきた。
・10月と11月に園内研究会を実施し、少人数学級、異年齢混合学級に
おける保育について語り合い、多面的に個々の発達や課題を捉えたり
教師の援助の在り方について学んだりすることができた。　
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・担任同士・担任と補助教諭が声を掛け合い、幼児について情報を共有し
ながら一人一人の良さが発揮できるようにしていく。
・個々の課題には具体的な支援策を全教職員で出し合い、園内研究会も
活用しながら、一人一人の自信や成長に繋げていく。

③特別支援教育
特別な支援を必要とする幼児の実態
や課題を明確にし、計画的・組織的
に指導を行っているか。

・気になる幼児や支援が必要な幼児について全教職員で常に情報交換
をし、具体的な支援についてその都度話し合い、保育に当たった。
・巡回相談・専門機関（通級教室）と情報交換を密にしながらよりよ
い支援を常に模索し、個の成長を促すことができた。
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・支援が必要な幼児（外国にルーツをもつ幼児を含む）について職員間で
共通理解を図り、具体的な支援内容を工夫し、きめ細やかな指導を行う。
・生活習慣の確立に向けて、家庭と協力し合える関係づくりを心掛け、具体
的な援助について適宜話し合う。また、巡回相談や指導員の情報をもと
に、個の成長を促す支援に努める。

④人権・同和教育
教職員は、自らの人権感覚を磨き、
幼児に人権意識の芽生えを培うよう
に配慮しているか。

・日々の保育の中で、生き物（チョウチョ・アリジゴク・カエルな
ど）の飼育や野菜栽培、クラスでの話し合いを通して、命の大切さや
他者を思いやる心、人権意識の芽生えを培ってきた。
・教職員が人権・同和教育について研修したことを報告し合い、人権
感覚を磨きながら、常に幼児に接するように心掛けた。　
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・命の大切さや他者を思いやる心は幼児期から身に付くので、人権・同和教
育年間指導計画の内容を学級経営案や月指導計画にも反映させ、教職
員間で共通理解をした上で、ふるまいや言動に配慮して保育にあたる。
・全職員の人権・同和教育研修会への積極的な参加を促し、報告し合い、
互いに人権感覚を磨き、保育の資質向上を図る。

⑤行事
教職員は、行事を幼児の発達を促す
機会と捉え、工夫、改善している
か。

・運動会やにこにこフェスタ、生活発表会等、各活動に日々の教育活
動を取り入れ幼児が主体的に取り組めるように工夫した。
・探究する心を大事にし、必要と思われる体験(神戸川探検・出雲科学
館活動等)を柔軟に取り入れ、学びが深まる努力をした。
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・運動会等の行事は一人一人が主人公になることができる。これは少人数
幼稚園の良さなので、起案を基に行事の意義やねらいを明確にした打ち合
わせを行い、幼児が主体に取り組める活動となるように工夫していく。
・今後も、日々の活動のプラスになるような体験があれば、予算を駆使して
積極的に取り入れていく。

⑥保幼小連携
近隣の小学校等との連携を密にし、
なめらかな接続に努めているか。

・校区内の園長校長会を実施し、小学校へのなめらかな接続となるよ
うに情報交換を行っている。
・「ほかほか交流」では５年生と「神門幼稚園交流」では同学年の友
達と交流し、小学校生活への期待が膨らんだ。更に今年度から、「古
志ひまわり保育園交流」も実施しており、一人一人が安心して進学で
きるように配慮している。

3 3

・校区内での校長園長会を継続し、幼児の交流活動がなめらかな接続に
繋がるように、行事の調整や交流のもち方の検討を行う。
・園児にとって交流会は大勢の人と関わる貴重な機会である。「古志ひまわ
り保育園」との交流も継続し、他園の幼児や小学生との触れ合い活動を通
して、たくさんの人と親しく接したり自信をもって行動したりできるように支えて
いきたい。

家庭・地域との連携 ⑦家庭・地域との連携
幼稚園と保護者、幼稚園と地域（未
就園児等）との協力関係はできてい
るか。

・運動会やにこにこフェスタ等の活動への参加を通して、保護者の幼
稚園への理解が得られ、幼稚園評価では高評価に繋がった。
・神戸川太鼓やそば打ち体験等、地域の方の協力を得て保育活動に古
志の「ひと・もの・こと」を活かすことができた。
・乳幼児教室や子ども食堂にも出かけ「明るく元気で楽しい古志幼稚
園」をアピールしたが園児増には繋がらなかった。
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・保護者に写真等で保育の様子を伝え、教育活動への理解を促す。また、
全職員が笑顔で話しやすい雰囲づくりに努め、より良い信頼関係を築いた
り、コミセン等の行事を積極的に活用したりしながら、園児増に繋げていく。
・地域の教育施設として、教職員が古志地区の良さや歴史を知り保育に活
かすように努めたり、感謝の気持ちを地域の方々に返すように心掛けたり
し、ふるさと古志を愛する幼児の育成を図る。

研修 ⑧研究・研修

教職員一人一人が、園内外の研究・
研修の機会を自己研鑽の場として受
け止め、進んで研究・研修に取り組
んでいるか。

・担任２名が１０月と１１月に園内研究会を開催して、幼児教育指導
員等による指導を受けて、教師の援助の在り方について学んだ。
・全教職員が外部の研究会や研修会に年１回以上参加して自己研鑽を
行った。その内容を報告して語り合うことで新たな知識を得ることも
できた。
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・今年度の保育研究会の成果や課題、幼児教育指導員等の講評を基に、
少人数学級、異年齢混合学級の保育の援助の在り方についてまとめを行
い、今後の研究の在り方を検討する。
・全教職員が研修会に積極的に参加し、職員会や復命書等で研修内容や
所感を述べ、専門知識を高めたり、広めたりする。

組織運営 ⑨園務
教職員は、他教職員と協働し、計画
的に園務を遂行しているか。

・年度当初の分掌に基づいて役割分担をし、担当が行事の起案をして
職員会に図り、決定事項を全教職員で遂行している。今年は、田んぼ
の活動や茶摘み、つるし柿など、地域の活動が加わったが、有意義な
時間となった。
・各教職員が得意分野を生かし、時間を有効に使いながら、園務が滞
らないよう、協働して取り組んだ。　
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・昨年度の反省をもとに適材適所となるような園務分掌を作成する。
・分掌の担当者がリーダーとなり、常に見通しをもって報・連・相を密にしな
がら業務に当たれるよう、教職員間の温かい人間関係づくりに努める。
・互いに声を掛け合い、できることを助け合いながら園務を進める協力体制
づくりを進め、全教職員が安心して教育活動に向かえるようにしていく。

安全管理・保健管理 ⑩危機管理
園の危機管理及び幼児の安全や衛生
の管理体制を全教職員が理解し、適
切な対応に努めているか。

・月ごとに通報火災、地震、洪水、不審者対応等の避難訓練を実施
し、幼児は災害時の約束事、避難の仕方を学び、教職員は安全な幼児
誘導の仕方を学んだ。1月には震度4の地震があり、その際落ち着いて
行動ができた。
・4月に警察署による親子交通安全教室、7月に安全センターによる防
犯教室を実施し、幼児も職員も安全意識、防犯意識が高まった。
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・保護者へ必要な情報が確実に届くように、マメール（緊急連絡メール）の
運用の仕方を工夫していく。また、危機管理の状況を保護者にも分かりや
すく発信する。
・定期的に避難訓練を実施し、安全な避難の仕方が定着するようにする。
・出雲西交番や出雲西消防署等、外部団体にも働き掛け、親子が実体験
を通して危機管理について学ぶことができるように工夫する。

教育環境整備
⑪園地・園舎・遊具等
の施設・整備

園地・園舎・遊具等の施設・設備を
定期的に点検し、必要な改善・管理
を行っているか。

・毎月担当を決めて安全点検を行い、施設設備の修繕や破損があれば
教育施設課に報告して修繕業者に連絡し、迅速に対応している。
・今年度は雨漏り修理、トイレタイル修理、防犯カメラ設置が完了。3
月末には遊具のボルト取り替え、来年度には遊戯室にエアコンが整備
される予定になっている。
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・園舎は築後約20年になる。今後も園舎内外の定期点検に併せ、保育活
動中に気付いた施設設備の破損（鍵が閉めにくい等）や危険個所（鉄製の
蓋劣化等）に対して早急な対応・処置を教育施設課に働きかけ、安全管理
を徹底する。
・環境整備、改善した点は、随時保護者へも伝えていく。

※評価基準　４：十分達成している　３：概ね達成している　２：改善を要する部分がある　１：大いに改善を要する

自　己　評　価

分　　野 評価項目 評価の着眼点

　評価結果を踏まえた今後の取り組み


